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本文は p.27 へ
ＡＡＡＳ科学技術政策年次フォーラム報告










究開発予算プログラムのディレクターである K. Koizumi 氏が 2009 年度研究開発予算に
関する講演を行い、米国競争力イニシアチブや米国競争力法に沿った予算配分がなされて
いることを示した。
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Source:AAAS,based on OMB R&D data and agency estimates for FY 2009.
DOD "S&T" =DOD R&D in "6.1"through "6.3"categories plus medical research.
DOD weapons =DOD R&D in "6.4" and higher categories.
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　国際シンポジウム「iPS 細胞研究が切り拓く未


































 ライフサイエンス分野	 TOPICS	 Life Science
トピックス 1　世界の幹細胞研究者によりiPS 細胞の課題が討論された
　ヒト i PS 細胞は、2007 年にヒトの皮膚細胞に 4 つの遺伝子を導入することで初めて作り出され、
筋肉や神経組織など様々な細胞に分化する能力を持っている。細胞の作成にヒト胚を使用しないこと
で、ヒト ES 細胞が抱える倫理問題や細胞移植の際の免疫拒絶反応の問題も解決されると考えられ、
医療において幅広い応用の可能性が世界中から期待されている。5 月 11 ～ 12 日に国立京都国際会館
で開催された国際シンポジウム「i PS 細胞研究が切り拓く未来」では、世界の幹細胞研究者 16 名が集
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種である H5 亜型注 2）のウイルスの感染の有無を判定
する。判定方法は、ヒトの気管支・肺の浸出液（検
体）を試薬に混ぜて検査装置に数滴垂らすのみであ








と共同で、以下の 2 つの実験を行った注 3）。一つは、
ベトナムで 2004 ～ 2007 年の間に検出・保存され






2008 年 1 ～ 2 月に感染の疑いがあるとみなされた
未確定診断 3 例の検体を用いた。実験の結果、前者
については、検体中のウイルス量の不足で判定不能
だった 1 例を除き、全て HPAI ウイルスの感染が判
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	情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
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 環境分野	 TOPICS	 Environment Science 
トピックス 4　下水道事業における温室効果ガス削減の取り組み効果
　2008 年 4 月、東京都下水道局は、温室効果ガス排出量を計画的に削減する取り組み「アースプラン
2004」の進捗状況を報告した。2006 年度の排出量実績は 91.6 万 t-CO2/ 年、2009 年度の見込みでは
91.3 万 t-CO2/ 年であり、2009 年度までに 1990 年度比で 6% 以上削減という数値的目標を達成可能で








より、2006 年度の実績が 91.6 万 t-CO2/ 年、2009















1990 年度比で 6% 以上削減（101.7 万 t-CO2/ 年か
ら 95.6 万 t-CO2/ 年以下）することを数値的目標と
した（図表 1）。図表 2 に示す新技術導入により、
この目標は達成できる見込みである。
　アースプランの取り組み（図表 2）のうち、N2O
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の十年」(1990 ～ 2000 年 )、「痛




るため 2008 年度から University 
of California,San Diego (UCSD)




Center for Academic Research 
and Training in Anthropogeny 
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広義の脳科学
಴↢ 2䊱᦬ 3䊱᦬ 1ᐕ 3ᐕ 䋼ᕁᤐᦼ䋾








































































































































































































































































　1970 ～ 75 年には高年齢層の受
療率が急激に上昇し、頂点年齢層
















































































































































































































































































































































(Diagnostic and Statistical Manual 

































なっている。OECD でも 1980 年
代の終わり頃から、識字率の向上
















Department for Childre, Schools 












1991 年から 2000 年まで「脳の十
年」という政策を布いた。2000 年
























5  『脳科学』推進の事例 －精神医学－●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
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ル崩壊後には、躁状態を含む双極型など、うつ病類型が多様化し患者数も増えている。自殺者数は気分 ( 感情 ) 障害
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抗うつ薬の発見と臨床応用
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　2008 年 5月8 ～ 9日、ワシントン
DCにて全米科学振興協会（American 
























































































図表１　セッションテーマ（2004 ～ 2008 年）
出典：AAAS 科学技術政策年次フォーラムウェブサイト1）の各年プログラムより抜粋。各年の会合概要については、本誌レポー
ト2 ～ 4）を参照のこと。
科 学 技 術 動 向　2008年 6月号
28





























































　2009 年 度 予 算 案 で は、 上 述




























デミー報告書（Rising above the Gathering Storm）を受ける形で作成されており、基礎研究の支援、科学・工学・数学教育
の拡充、ハイリスク・ハイリワード研究の推進等が挙げられている。




















図表 2　米国の 2009 年度研究開発予算の省庁別変化（対前年度）
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の 一 例 と し て、Science Debate 
2008 がわずか数か月で組織的な形
態をなすに至ったことを挙げた。
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　S.Fitzpatr ick 氏（James S. 
McDonnell財団。当日欠席のため、
モデレータの D.Dean 氏 (Lewis-






















































































































































       ● 日本語版：2110 部　● 英語版：200 部
■メールマガジン配信
（主として科学技術専門家ネットワークの専門調査員の方）
       ● 日本語版のみ：2155 名
科学技術政策研究所のホームページでも公開（2008 年５月現在）
その他政策フロンティア社会基盤製造技術 ・ ものづくり
ナノテク ・ 材料 エネルギー環境情報通信ライフサイエンス
■レポートの分野・分類
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期間：2007 年 5月～ 2008 年 4月
ランキング レポート題名 No 掲載号 最近1年間のアクセス数 傾向
1 バイオエネルギー利用の動向と展望 No.9 2001 年 12 月 19409
2 スーパーコンピュータの動向 No.7 2001 年 10 月 8196
3 機能性食品の研究開発の動向 No.12 2002 年 3 月 7555
4 読み書きのみの学習困難（ディスレキシア）への対応策 No.45 2004 年 12 月 7174
5 再生医学の最近の動向 - 幹細胞を用いた再生医学について - No.8 2001 年 11月 5887
6 高純度シリコン原料技術の開発動向-太陽電池用シリコンの革新的製造プロセスへの期待 - No.70 2007 年 1月 4375
7 カーボンナノチューブ製造技術開発の動向 No.4 2001 年 7月 4302
8 汚染された土壌環境の対策技術の動向 No.12 2002 年 3 月 4210
9 エネルギー資源作物とバイオ燃料変換技術の研究開発動向 No.75 2007 年 6 月 3976
10 ドラッグデリバリーシステム (DDS) の研究開発動向 No.21 2002 年 12 月 3900
11 マグネシウム合金の研究開発動向 - 自動車用構造材料の軽量化の視点から - No.53 2005 年 8 月 3888
12 音声認識・合成と自然言語処理の研究開発動向 -人に優しいヒュー マンインタフェー ス実現への課題 - No.12 2002 年 3 月 3650
13 第三の生命鎖糖鎖とポストゲノム解析 No.10 2002 年 1月 3377
14 道路構造物のストックマネジメントのための技術動向 No.74 2007 年 5 月 2954
15 発電用ガスタービン高効率化に向けた耐熱材料の開発動向 No.34 2004 年 1月 2945
16 エピジェネティック・がん研究の必要性 - ポストゲノム時代のがん研究 - No.26 2003 年 5 月 2847
17 バイオインフォマティクスの動向 No.9 2001 年 12 月 2824
18 再生医療を中心とした生体材料研究の現状 No.72 2007 年 3 月 2738
19 安全安心な社会構築に忘れてはならない雷害リスク対策 No.73 2007 年 4 月 2724
20 微細結晶粒金属材料の研究開発動向 - 次世代高強度材料を目指して - No.16 2002 年 7月 2693
21 化石資源を用いない水素製造技術 - 持続可能な水素エネルギーシステムへの鍵 - No.19 2002 年 10 月 2602
22 植物由来プラスチックスの研究開発動向 - 自動車用ナノ複合ポリ乳酸の視点から - No.65 2006 年 8 月 2537
23 遺伝子組換え植物・食品に関する動向 No.5 2001 年 8 月 2505
24 光通信技術の研究開発動向 No.5 2001 年 8 月 2486
25 外科手術支援ロボットの導入と開発の動向 No.29 2003 年 8 月 2385
26 RNA 研究の動向 No.22 2003 年 1月 2249
27 二つの合理性と日本のソフトウェア工学 No.42 2004 年 9 月 2209
28 希少金属資源に関する我が国の採るべき方策 No.79 2007 年 10 月 2176
29 新規超伝導体 MgB2 と研究開発動向 No.4 2001 年 7月 2159
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